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要約：冷温帯・暖温帯境界域における常緑広葉樹の過去から現在にかけての分布変化の検出の可能性を検証
するため，落葉広葉樹林と常緑広葉樹林の接する函南原生林を対象に，異なる年次のオルソ空中写真を用い
て樹冠の分布図を作成した。1976 年秋と 2005 年秋の 2 時期の空中写真を単画像オルソ化し，標高 600 m，
700 m，800 m の調査区内（150×150 m）の樹冠を常緑広葉樹，落葉広葉樹，林冠ギャップの 3 タイプに目
視判読で分類し，その面積変化を調べた。この時 2012 年冬の空中写真を補足的に使用して，2005 年の画像
での常緑広葉樹の確認を行った。2005 年の分類結果を基準とすることで，単独で常緑広葉樹と落葉広葉樹






1．　は じ め に
　地球温暖化に伴い，平均気温は世界では 1880 年～2012



























































2005/11/08，2012/12/05 の 8 時期画像が存在する。この





































まず，2005 年と 2012 年の画像を比較し，同じ位置・形の













調査区内で 2005 年に存在しているが 2012 年に確認ができ
なかった樹冠は存在しなかったため，2012 年の画像から
2005 年の画像の常緑広葉樹と落葉広葉樹の判読を全て行
うことが可能であった。以上の方法で 2005 年の 3 か所の
調査区で，常緑広葉樹と落葉広葉樹の判読を行なった。
　2012 年の写真を参照した上で行った 2005 年現在の判読
結果を検証するために，同じ函南原生林内の学習の道の周
囲の樹冠を同じ方法で判読した。その上で 1976 年の空中






























全ての面積を解析対象に含めた。1976 年と 2005 年の 2 時
期の画像上では，対応できない樹冠も複数存在したが，対











































ギャップ 13～774 m2 となり，標高 600 m の落葉広葉樹面
積以外では時期の異なるオルソ画像の面積差の絶対値のほ
うが異なる方向から撮影されたオルソ画像の面積差の絶対
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cause evergreen canopies could be easily distinguished  from deciduous canopies  in winter.   We distin-
guished the three types of canopies  in 1976 after  the  identification of  the same canopies on the ortho 
images in 1976 and 2005.  
　　Total area of gaps decreased during 40 years in all the three study plots.  In the study plot at 600 m, 
total area of evergreen canopies  increased, but that of deciduous canopies did not change.    In the two 
study plots at higher altitude, 700 m and 800 m, both of the total areas of evergreen and deciduous cano-
pies increased during 40 years.  It may suggest that the increase in predominance of evergreen broad-
leaved trees due to the global warming have already started  from lower altitude at  the boundary be-
tween warm-temperate evergreen broad-leaved forest and cool-temperate deciduous broad-leaved forest.
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